








宮内庁三の丸尚蔵館所蔵　出品作品一覧　（第17回　近代日本の陶磁　技巧主義から個性の発露へ）

作品番号 作品名 作者名 員数 時代 ページ

1 薩摩焼花鳥模様花瓶 作者不詳 一点 明治初期（19世紀） p. 11

2 薩摩焼草花文花瓶 作者不詳 一対 明治初期（19世紀） p. 10

3 薩摩焼菊浮彫香炉 沈壽官（十二代） 一点 明治初期～中期（19世紀） p. 9

4 薩摩焼菊桐鳳凰文花瓶 作者不詳 一点 大正初期（20世紀） p. 12

5 神戸薩摩焼山水花鳥図花瓶 作者不詳 一点 大正～昭和前期（20世紀） p. 13

6 青錦手葡萄栗鼠模様花瓶 精磁会社 一対 明治前期（19世紀） p. 14

7 草花文花瓶 幹山伝七 一対 明治中期（19世紀） p. 15

8 玉蜀黍画花瓶 加藤友太郎 一点 明治34年（1901） p. 16

9 青華氷梅紋花瓶 宮川香山（初代） 一点 明治27年（1894） p. 17

10 淡路焼鞠形雲鶴模様釣花瓶 作者不詳 一点 明治33年（1900） p. 18

11 粟田焼白地把手籠目形花瓶 作者不詳 一点 明治中期（19世紀） p. 18

12 蕎麦釉花瓶 井上治兵衛 一点 明治33年（1900） p. 18

13 旭彩山桜花瓶 清風與平（三代） 一点 明治38年（1905） p. 19

14 白磁雲文彫花瓶 高橋道八（五代） 一点 明治後期（20世紀） p. 21

15 青磁雲龍透彫花瓶 加藤友太郎 一点 大正2年（1913） p. 22

16 白磁唐花唐草文彫花瓶 清風與平（三代） 一点 明治後期（20世紀） p. 20

17 青磁耳付花瓶 京都市立陶磁器試験場 一点 大正4年（1915） p. 22

18 青磁鳳雲文花瓶 諏訪蘇山（初代） 一対 大正8年（1919） p. 23

19 青磁花瓶（双耳遊環） 作者不詳 一点 大正時代（1912～26） p. 24

20 青磁鳳凰文花瓶 宮川香山（二代） 一点 大正14年（1925） p. 25

21 青磁鳳凰耳花瓶 宮川香山（二代） 一点 昭和3年（1928） p. 24

22 青磁青華唐獅子文花瓶 宮川香山（二代） 一点 昭和3年（1928） p. 25

23 伊部焼仙人吹貝置物 作者不詳 一点 江戸後期～明治初期（19世紀） p. 26

24 万古焼陶製諫鼓鶏置物 作者不詳 一点 明治後期（20世紀） p. 27

25 九谷焼万歳楽置物 徳田八十吉（初代） 一点 昭和3年（1928） p. 26

26 陶製万年青置物 佐々木二六 一点 昭和3年（1928） p. 27

27 青華磁隼置物
商工省所管陶磁器
試験所

一点 昭和8年（1933） p. 29

28 鶴巣籠置物 清水六兵衛（五代） 一点 昭和8年（1933） p. 28

29 磁花鳥文花瓶 板谷波山 一点 大正12年（1923） p. 30



30 葆光白磁枇杷彫文花瓶 板谷波山 一点 昭和3年（1928） p. 31

31 鉄描銅彩松模様飾皿 富本憲吉 一点 昭和28年（1953） p. 32

32 辰砂呉洲碗 河井寬次郎 一点 昭和15年（1940） p. 34

33 草花図湯呑 河井寬次郎 一対 昭和18年（1943） p. 34

34 呉洲辰砂花扁壺 河井寬次郎 一点 昭和32年（1957） p. 35

35 銅彩紅梅文壷 田村耕一 一点 昭和57年（1982） p. 33

36 孔雀緑鳥文鉢 加藤土師萌 一点 昭和33年（1958） p. 36

37 彩挺飛翔花瓶 楠部彌弌 一点 昭和46年（1971） p. 37





































































































 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

・各展覧会図録中，作品名や作者，制作年などの表記は，図録発行当時のものです。 

 

・三の丸尚蔵館の展覧会図録の著作権はすべて宮内庁に属し，本ファイルを改変，再配

布するなどの行為は有償・無償を問わずできません。 

 

・三の丸尚蔵館の展覧会図録（PDF ファイル）に掲載された文章や図版を利用する場合

は，書籍と同様に出典を明記してください。また，図版を出版・放送・ウェブサイト・

研究資料などに使用する場合は，宮内庁ホームページに記載している「三の丸尚蔵館収

蔵作品等の写真使用について」のとおり手続きを行ってください。なお，図版を営利目

的の販売品や広告，また個人的な目的等で使用することはできません。 

 












